
別紙 

 

仕様書 

 

１．件名 

2021 年度「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第 2期／自動運転（システムとサービスの

拡張）」に係る施設賠償責任保険契約 

 

２．目的 

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（以下「NEDO」という。）が 2019 年 4月から

実施している「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第 2期／自動運転（システムとサービス

の拡張）」は、自動運転の実用化・普及拡大により、交通事故の低減、交通渋滞の削減、交通制約者の

モビリティの確保、物流・移動サービスのドライバー不足の改善・コスト低減等の社会的課題の解決に

貢献し、すべての人が質の高い生活を送ることができる社会の実現を目指した事業である。 

本事業では、東京臨海部や地方部において実証実験が開始されており、万が一本実証実験に起因する

事故が発生した場合の社会や自動車産業への影響は計り知れないことから、事故発生時の適切な対応

を実施するため、実証実験に起因する事故が発生した場合に必要となる被害者対応費用、事故対応特別

費用、報道機関対応費用等の補償のための保険の付保を行う。 

 

３．契約内容 

NEDO に対して施設賠償責任保険を付保する。 

 

４．保険種類 

施設賠償責任保険 

 

５．保険期間 

2021 年 4月 1日 0時から 2022 年 3月 31 日 24 時 

 

６．保険対象事業及び 2021 年度予算額 

事業名：戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第 2期／自動運転（システムとサービスの拡

張） 

予算額：5.87 億円 

 

７．被保険者 

NEDO 

 

８．保険内容及び補償額 

（１）保険期間中通算の支払限度額・免責金額 



対人賠償・対物賠償共通  3,000 万円（免責金額無し） 

（２）適用約款・補償内容 

賠償責任保険普通保険約款及び以下の特約を付すこと。 

なお、⑥から⑧の特約について既存の設定が無い場合には、新たに設定して付すこと。 

①施設所有管理者特約 

②共通保険金額追加特約（施設所有管理者特約用） 

③費用内枠払い追加特約 

④被害者対応費用担保追加特約  保険期間中通算 1,000 万円 

⑤事故対応特別費用担保追加特約 保険期間中通算 1,000 万円 

⑥報道機関対応費用担保追加特約  保険期間中通算 3,000 万円 

記者会見等、被保険者が報道機関対応に必要とする費用に対して、保険金を支払うこと。 

⑦コンサルティング費用等補償特約 保険期間中通算 3,000 万円 

事故の公表、事故の被害者への謝罪又は事故の再発防止に向けた取り組みの公表等を目的と

して被害者及び被保険者以外の者をコンサルタントとして起用するために要した費用に対し

て、保険金を支払うこと。 

⑧費用保険のみ自動車事故復活担保特約 

賠償責任保険普通保険約款で不担保とされている自動車の所有、使用又は管理によって生じ

た事故に際して、④から⑦に必要とする費用に対して保険金を支払うこと。 

⑨保険料支払い猶予特約（支払期限は 2021 年 4月 23日） 

 

９．保険料の支払い 

一時払い 

 

１０．その他 

（１）保険契約は、保険会社が指定する代理店が取り扱うことも可とする。 

（２）保険の補償内容に関し、補償範囲を縮小変更する特約は付帯しないこと。 

（３）保険料は確定保険料とし、精算は行わない。 

（４）本業務における契約書は、保険会社の契約書（施設賠償責任保険申込書、「７．保険内容及び補

償額」の「（２）適用約款・補償内容」に係る特約書など）を使用する。 

（５）業務上知り得た機密事項及び個人情報については、他言・持ち出し・利用をしないこと。万一、

機密事項又は個人情報の漏洩等が発生したことを知った場合には、速やかに NEDO の担当者に報

告すること。 

（６）本仕様書の内容について疑義が生じた場合は、NEDO と協議のうえ解決するものとする。 

 

１１．事故履歴 

第 1期「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）自動走行システム」プロジェクト開始以降、

保険対象事故無し 

 


